
 

 

 

 
 
 

                               
 
 本市では、石巻市男女共同参画推進条例に基づき、石巻市男女共同
参画基本計画を策定し、男女共同参画社会の実現に向けた様々な事業
の推進に取り組んでいます。 

今年度は、令和２年度における男女共同参
画基本計画の進捗の成果に対する意見及び評
価を求めるため、令和３年１１月２日に第１
回男女共同参画推進審議会を開催しました。 

基本目標ごとに「後退」、「現状維持」、「や
や推進」、「推進」の４項目で評価を行い、全
体の進捗状況の評価としては、『概ね妥当』と
の結果となりました。 
 

委員の方からは、「ＤＶの内容について正しく理解している人の割合や、セクハラ又はＤＶ被害
に遭ったときの相談窓口を知っている人の割合について、保育所の父兄の認知度が約半数というこ
とは重く受け止めてほしい。」といった意見や、「学校での情報発信等が男女共同参画社会の普及啓
発に繋がってくると思うので、もっと強力に伝わるように発信の仕方を考えてほしい。」といった意
見が挙げられました。 
 

 

を実施しました！ 

 
イクボスの理解と促進を図るためには、まず市職員がイクボスを実践する必要があることから、 

令和４年１月１７日・１８日に、市職員管理職 326 名を対象にイクボス研修を実施しました。 
講師は「ファザーリング・ジャパン東北」の齊藤望代表にお願いし、ワークライフバランスの推進や仕事の

効率化スキル、男性の育児休業取得の促進等を学びました。 
齋藤氏からは、仕事の効率化スキルとして、７W（いつ・どこで・誰が・誰に・何を・なぜ・誰と）４H（ど

うやって・どれだけ・期間・助け合いの精神）３P（優先度・過程・ポイント）を念頭に置き、柔軟な発想で業
務にあたることが大切だということや、イクボスを推進するた
めには、自らが健康であることや、部下を頼ることが大切であ
ると教えていただきました。 
 また、受講生の方々に回答していただいたアンケートでは、
家事・育児の分担の必要性や、業務の効率化及びワークライフ
バランスへの実践も 8～９割が意識していると非常に高い結果
となりました。 
 しかし、実際に業務の効率化や育休制度の積極的な活用に向
けて取り組みを開始するには、業務の改善や部署内での共通意
識の向上といった課題があることも分かりました。 
 様々な課題もあり、イクボス等を実践することは簡単ではあ
りませんが、子育てしやすい職場環境の整備推進に向けて、少
しずつでもワークライフバランスの意識を高めていきましょ
う。 
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市職員管理職対象 

イクボスとは・・・ 
 職場で共に働く部下や同僚のワーク
ライフバランスの向上を目指し、個人
のキャリアを応援する上司のこと。 

を開催しました！ 



を開催しました！ 

自分らしく自分の人生を選択できる女性セミナー『女性人材育成
セミナー』を開催しました。 

働いている女性も参加しやすいよう、１０月の第２・３・４水曜
日と、１１月の第１・３・４土曜日の２コース開催とし、託児スペ
ースも設けたことで、子育て中の女性も安心して参加できるセミナ
ーとなりました。 

このセミナーは、特定非営利活動法人石巻復興支援ネットワーク
「やっぺす」様のご協力をいただき、「Zoom 講座」、「コミュニケ
ーション講座」、「メンタルヘルス講座」等を行い、受講生のスキル
アップを図りました。 

また、講師についても地元で働く女性を起用するなど、受講生だ
けではなく、講師のスキルアップも目指しました。 

受講後アンケートでは、「とても良い刺激になった。」、「楽しく参加することができた。」等の回答が多くあり
ました。 

来年度もセミナーを開催しますので、興味のある女性の方はぜひ、参加をご検討ください。 

 
               

市内の小学校から高校の教職員を対象に、性的マイノリティ研修を実
施しました。 

この研修は、多様な性のあり方や、当事者の児童への対応に関する
教員の理解を深めることで、児童生徒が自己の性的指向や性自認、自
尊感情を育み、差別やいじめを受けることなく安全に安心して学べる
環境を整えることを目的として実施しました。 
 講師は性的マイノリティの当事者であり、にじいろ協働事業実行委
員を務めた経験がある小野寺真さんにお願いし、LGBT や SOGI、無
意識の差別等について学びました。 
 今まで何気なく発言していた「男らしく、女らしく」といった発言が

ハラスメントになってしまうことや、マイノリティ当事者からカミングアウトを受けた際に、男らしい、女ら
しい部分を見つけてあげるのではなく、それが何の問題もないただの『個性』だと伝えることが大切であるこ
となど、当事者の経験や考えを踏まえた講義を受けることができました。 
 講義後、受講者からは、「体験者の話を聞くことができた貴重な機会となった。」、「校内で共有し、早速対応
していきたい。」との声があるなど、教職員の性的マイノリティに関する意識向上に繋がったとても良い研修と
なりました。 
※にじいろ協働事業・・・多様な性のあり方への理解を深め、性的マイノリティ当事者にとっても暮らしやすい仙台をめざして、仙台市と市民団

体である「東北 HIV コミュニケーションズ」が協働で市民向けイベント等を実施 
 

 

SOGI とは、セクシュアルオリエンテーション（好きになる性）と、ジェンダーアイデ
ンティティ（心の性）、それぞれの英訳のアルファベットの頭文字を取った、人の属性を
表す略称です。これは、異性愛の人なども含めすべての人が持っている属性です。 

これに対して LGBT は、レズビアン（女性同性愛者）、ゲイ（男性同性愛者）、バイセ
クシュアル（両性愛者）、トランスジェンダー（心と出生時の性別が一致しない人）のそ

れぞれのアルファベットの頭文字を取った言葉で、人そのものを表す言葉です。 
「SOGI ハラ」とは？ 

当事者の了承を得ずに周囲に性的指向を伝えることや、身体的性と性自認が一致していない人に無理やり戸
籍上の性別の服装や振る舞いを強要するなどをいいます。 

SOGI ハラの対象は、LGBT だけではありません。「LGBT ではないか」という憶測や推測による差別・ハラ
スメント（憶測差別）や、家族や友人に LGBT がいるという人に対する差別・ハラスメント（関係差別）も
SOGI ハラに該当します。 
 性的マイノリティの当事者に対する何気ない一言が、SOGI ハラにあたる可能性もあります。SOGI ハラを無
くしていくためには、私たち一人ひとりが多様化する性のあり方に関心を持ち、さらに理解を深めていく必要が
あります。 
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「SOGI」について知っていますか？ 

を実施しました！ 


